
2022年 7月 24日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒453番（旧 123番）（SK姉） 

『天つ御座を』 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 11:1、4a、6~7編（MM姉） 

『信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです。 

 

信仰によって、アベルはカインより優れたいけにえを神に献げ、その信仰によって、正しい者であると証明さ

れました。 

 

信仰がなければ、神に喜ばれることはできません。神に近づく者は、神が存在しておられること、また、神は

御自分を求める者たちに報いてくださる方であることを、信じていなければならないからです。信仰によって、

ノアはまだ見ていない事柄について神のお告げを受けたとき、恐れかしこみながら、自分の家族を救うために

箱舟を造り、その信仰によって世界を罪に定め、また信仰に基づく義を受け継ぐ者となりました。』 

 

礼拝讃美歌⇒494番 

『信ずる者は何人も』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 24:36~39節（SK兄） 

『「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。ただ、父だけがご存じである。人の子が

来るのは、ノアの時と同じだからである。洪水になる前は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々は食べたり飲

んだり、めとったり嫁いだりしていた。そして、洪水が襲って来て一人残らずさらうまで、何も気がつかなか

った。人の子が来る場合も、このようである。』 

聖書⇒使徒言行録 5:29~32節 

『ペトロとほかの使徒たちは答えた。「人間に従うよりも、神に従わなくてはなりません。わたしたちの先祖

の神は、あなたがたが木につけて殺したイエスを復活させられました。神はイスラエルを悔い改めさせ、その

罪を赦すために、この方を導き手とし、救い主として、御自分の右に上げられました。わたしたちはこの事実

の証人であり、また、神が御自分に従う人々にお与えになった聖霊も、このことを証ししておられます。」』 

 

〈祈り〉 

 

礼拝讃美歌⇒194番（旧 112番）（KH兄） 

『まもなく主来ます』 



 

《パン裂き》 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 5:6~10節（KH兄） 

『実にキリストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、不信心な者のために死んでくださった。

正しい人のために死ぬ者はほとんどいません。善い人のために命を惜しまない者ならいるかもしれません。し

かし、わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださったことにより、神

はわたしたちに対する愛を示されました。それで今や、わたしたちはキリストの血によって義とされたのです

から、キリストによって神の怒りから救われるのは、なおさらのことです。敵であったときでさえ、御子の死

によって神と和解させていただいたのであれば、和解させていただいた今は、御子の命によって救われるのは

なおさらです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒144番（旧 59番） 

『憂きこと四方に』 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒創世記 1:2節（KH兄） 

『地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いていた。』 

 

聖書⇒創世記 3:8~10節 

『その日、風の吹くころ、主なる神が園の中を歩く音が聞こえてきた。アダムと女が、主なる神の顔を避けて、

園の木の間に隠れると、主なる神はアダムを呼ばれた。「どこにいるのか。」彼は答えた。「あなたの足音が園

の中に聞こえたので、恐ろしくなり、隠れております。わたしは裸ですから。」』 

 

聖書⇒創世記 4:9節 

『主はカインに言われた。「お前の弟アベルは、どこにいるのか。」カインは答えた。「知りません。わたしは

弟の番人でしょうか。」』 

 

 

聖書⇒サムエル記上 18:1~4節（ES姉） 

『ダビデがサウルと話し終えたとき、ヨナタンの魂はダビデの魂に結びつき、ヨナタンは自分自身のようにダ

ビデを愛した。サウルはその日、ダビデを召し抱え、父の家に帰ることを許さなかった。ヨナタンはダビデを

自分自身のように愛し、彼と契約を結び、着ていた上着を脱いで与え、また自分の装束を剣、弓、帯に至るま

で与えた。』 



聖書⇒サムエル記下 9:1~8節 

『ダビデは言った。「サウル家の者がまだ生き残っているならば、ヨナタンのために、その者に忠実を尽くし

たい。」サウル家に仕えていたツィバという名の者がダビデのもとに呼び出された。「お前がツィバか」と王が

尋ねると、「僕でございます」と彼は答えた。王は言った。「サウル家には、もうだれも残っていないのか。い

るなら、その者に神に誓った忠実を尽くしたいが。」「ヨナタンさまの御子息が一人おられます。両足の萎えた

方でございます」とツィバは王に答えた。王は「どこにいるのか」と問い、ツィバは王に、「ロ・デバルにあ

るアミエルの子マキルの家におられます」と答えた。ダビデ王は人を遣わし、ロ・デバルにあるアミエルの子

マキルの家から彼を連れて来させた。サウルの子ヨナタンの子メフィボシェトは、ダビデの前に来るとひれ伏

して礼をした。「メフィボシェトよ」とダビデが言うと、「僕です」と彼は答えた。「恐れることはない。あな

たの父ヨナタンのために、わたしはあなたに忠実を尽くそう。祖父サウルの地所はすべて返す。あなたはいつ

もわたしの食卓で食事をするように」とダビデが言うと、メフィボシェトは礼をして言った。「僕など何者で

ありましょうか。死んだ犬も同然のわたしを顧みてくださるとは。」』 

 

聖書⇒サムエル記下 16:1~4節 

『ダビデが山頂を少し下ったときに、メフィボシェトの従者ツィバが、ダビデを迎えた。彼は二頭の鞍を置い

たろばに、二百個のパン、百房の干しぶどう、百個の夏の果物、ぶどう酒一袋を積んでいた。王が、「お前は

これらのものをどうするのか」と尋ねると、ツィバは、「ろばは王様の御家族の乗用に、パンと夏の果物は従

者の食用に、ぶどう酒は荒れ野で疲れた者の飲料に持参いたしました」と答えた。王がツィバに、「お前の主

人の息子はどこにいるのか」と尋ねると、ツィバは王に、「エルサレムにとどまっています。『イスラエルの家

は今日、父の王座をわたしに返す』と申していました」と答えた。王はツィバに、「それなら、メフィボシェ

トに属する物はすべてお前のものにしてよろしい」と言った。ツィバは、「お礼申し上げます。主君である王

様の御厚意にあずかることができますように」と言った。』 

 

聖書⇒サムエル記下 19:25~31節 

『サウルの孫メフィボシェトも王を迎えに下って来た。彼は、王が去った日から無事にエルサレムに帰還する

日まで、足も洗わず、ひげもそらず、衣服も洗わなかった。彼が王を迎えに出ると、王は、「メフィボシェト

よ、なぜお前はわたしに従って来なかったのか」と尋ねた。彼は言った。「主君、王よ、僕に欺かれたのです。

わたしは足が不自由ですから、ろばに鞍を置き、それに乗って王様に従って行こうと考えておりました。とこ

ろがあの僕が主君、王にわたしのことを中傷したのです。しかし、主君、王は神の御使いのような方です。王

の目に良いと映ることをなさってください。父の家の者は皆、主君、王にとって死に値する者ばかりですのに、

この僕を王の食卓に並ばせてくださったのです。この上、どのような権利があって王に助けを求めることがで

きましょうか。」王は言った。「もう自分のことを話す必要はない。わたしは命じる。お前とツィバで地所を分

け合いなさい。」メフィボシェトは王に言った。「主君、王が無事に王宮にお帰りになったのですから、すべて

ツィバのものとなってもかまいません。」』 

 

聖書⇒コロサイの信徒への手紙 3:8節 

『今は、そのすべてを、すなわち、怒り、憤り、悪意、そしり、口から出る恥ずべき言葉を捨てなさい。』 

 



 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番） 

『十字架の許ぞ』 

 

 

《建徳要旨》 

 

 


